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研究成果の概要（和文）：哲学専攻者向けの中上級論理学の授業として、一般向けの1階述語論理の概略に加えて(1)自
然演繹による部分構造論理(2)様相論理(3)代数論理といった内容の授業開発を行うとともに、国内外の論理学者・哲学
研究者を招いて哲学的論理学の最先端の研究が哲学に及ぼす影響についての意見交換を行い、哲学教育に含めるべき論
理学の概要を上記に設定した。

研究成果の概要（英文）：This project developed courses of advanced logic for students majoring in 
philosophy, whose topics include natural deduction of substructural logics, modal logic, and algebraic 
logic. Logicians and philosophers exchange research ideas in the area of philosophical logic to determine 
the range of topics in logic for philosophers.
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１．研究開始当初の背景 
現代分析哲学研究には論理学の理解が欠か
せないにもかかわらず、日本の大学では哲学
専攻学生対象の論理学中級以上の講義の開
講が少ない。矢田部俊介（研究分担者）が 2009 
年度・2010 年度に非古典論理と証明論的意
味論からなる授業を京都大学で行っていた
他、慶應義塾大学でも非古典論理学の自主的
なセミナーは開催されていたが、体系的なカ
リキュラムはなかった。アンケート（村上
(2010)）から判明したことは、（１）若手（大
学院生・ポスドクレベル）が論理学と哲学の
連関について、また論理学の研究対象の全体
像を曖昧にしか把握していないこと、（２）
非古典論理学の学習ニーズが非常に高いこ
とだった。 
 
２．研究の目的 
哲学研究には論理学の理解が不可欠である。
このプロジェクトでは、哲学的思考のため
の論理学中級のカリキュラムと教材を作成
する 
 
３．研究の方法 
ワークショップを開催して哲学教育・論理
学教育に携わる人々との議論を行った上で、
カリキュラム検討と教材開発を行い試行授
業を実施した。 
 
４．研究成果 

2011年度には教材プロトタイプ作成、イン

タビュー調査、ワークショップ開催、研究

発表を行った。2012年度にはワークショッ

プ・研究発表の他に 2011 年作成の教材を

元に 8時間の公開集中セミナーを京都大学

で行ったが、説明内容に比して時間が不足

したため、2013年度には 32時間の集中講

義を京都大学の学際大学院セミナーのゲス

ト講師として提供した。その成果として

（１）ワークショップ講演と講義スライド

のオンライン公開、（２）ワークショップの

ビデオ記録、派生効果として（３）授業と

公開スライドに関してツイッターなど

SNS 上での議論とフィードバックが得ら

れた。 

しかし、以下の問題点が判明した。 

（１） なぜその内容を学習する必要があ

るのか、すでにわかっている人

（例：すでに言語哲学・数学の哲学

を研究している大学院生）しか聴講

しない。すなわち、これから専門分

野を定めようとする学部生や低関

心層の動機付けにはつながらない。 

（２） 論理学学習の全体像・ロードマップ

は各大学の教育ニーズに依存する

ために提示できなかった。 
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